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「第１７回 雲仙人（くもせんにん）サロン」の開催について 

 

 

雲仙市では、市民協働による第２次雲仙市総合計画の将来像の実現を図ることを目的に、総務省

の「地域力創造アドバイザー制度」を活用しています。 

その事業の一環として、市内で多様な活動をされている方々に繋がっていただくため、ネットワ

ーク会議「雲仙人サロン」を下記のとおり、開催いたします。 

参加者には、YouTube を使った情報発信の方法について知っていただくとともに、「イベントの

告知で SNS を使ってみたいけど、やり方が分からない」、「SNS で発信する際に、何か工夫してい

ることはあるか」など、悩みや工夫を情報交換し、体験を共有してもらうことで、互いを支え合う

場として活用していただこうと考えております。 

 

 

記 

 

 

●日 時：令和２年７月１６日（木）１８時００分～２０時３０分 

 

●会 場：湯宿 蒸気家（雲仙市小浜町北本町１４－７） 

 

●テーマ：「YouTube」をやってみよう 

 

●スピーカー：菊田忠典さん （（株）NSP） 

 

●次 第：第一部 スピーカーによるお話【18:00～18:30】 

第二部 懇親会【18:30～20:30】 

担当課 

担当者 

電 話 

ＦＡＸ 

総務部 政策企画課 

小牟田、諸山 

0957-38-3111 

0957-38-3514 

雲 仙 市 



雲仙市で「ものづくり」「ことおこし」に取り組む “人” を紹介する雲仙人サロン。

今回は雲仙市の情報を YouTubeで発信する “菊田忠典さん” のお話を伺います！

情報発信を考えるみなさん。奮ってご参加ください！

雲仙人サロン in

(〒854-0514　長崎県雲仙市小浜町北本町 14-7)

小浜温泉

日時：7 月 16 日 ( 木 )　17:30 集合

会場：湯宿 蒸気家

2020.7.16

雲仙人サロンをほぼ毎月開催予定！

昨年のサロンや雲仙人の情報は、

Facebook をご確認ください。

第一部　18:00 ~

「youtube をやってみよう」

菊田さんによる youtube/SNS 活用のセミナー。

第二部　18:30 ~

「みんなでこれからを話そう」

今後の活動について話しながら懇親会。

● サロンの流れ

「地元に泊まって応援キャンペーン」

開催中！合宿気分で参加しよう！

● 雲仙人 Facebook

Facebook で

「雲仙人」を検索！

第 17 回



[2020.7.16 雲仙人サロン ] に

※該当する方を「○」で囲ってください。

「参加する」の場合

FAX 送信票：0957-38-3514　政策企画課 宛

所属

氏名

・参加する
・サロンのみ

・宿泊する・参加しない

● 会場アクセス

● 申し込み方法
・お申し込みは、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

　7 月 13 日 ( 月 ) までのお申し込みをお願いします。

　（電話 /FAX/ メール等 )

・日帰りの参加は 2,000 円程が必要になります。( 当日回収 )

　[ 入館・入浴費＋夕食費 ]

　入浴したい方はタオル等、ご持参ください。

・合宿として湯宿蒸気家に宿泊希望の場合は、4,000 円程

　必要になります。 [ 宿泊費 (朝食付き)＋夕食費 ]

　※「地元に泊まって応援キャンペーン」利用の金額です。

　宿泊希望の方はお申し込み時にご相談ください。

● 問い合わせ先

雲仙市 総務部 政策企画課 ( 担当 : 小牟田 / 諸山 )

電話：0957-38-3111  ( 内線：2375 )

FAX：0957-38-3514

メール：kikaku@city.unzen.lg.jp

湯宿 蒸気家

夕日の広場駐車場
(17 時以降無料 )

参加者駐車場

サロン会場

スピーカー

菊田忠典　　

サッカー指導者として子どもたちを長年指

導。YouTube や SNS を活用して、地域の

応援団として、元気なまちづくりに貢献し

ている。地域のグルメレポートや地域で頑

張る人物を紹介する、youtube「こんちは

菊田です」は人気。現在、zoom を使った

SNS/youtube 活用セミナーも開催。

（株 )NSP

コーディネーター

野口智子　　

地域力創造アドバイザー（総務省）、地域再

生マネージャー（ふるさと財団）、国土審議

会半島振興部会委員。

現在はスローツーリズムの提案、商品開発、

地域観光の育成、都市と田舎の交流、移住・

定住プロジェクト、“食” をテーマにしたま

ちおこし、などに力を入れている。住民参

加の独自の楽しいワークショップが得意。

ゆとり研究所所長 /
スローライフ・ジャパン事務局局長,副理事長


